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１．検証概要 

   １）検証目的 

事業継続計画(BCP)を背景とし、災害・停電時でも IT 機器を༎௮させる೽要がয়ち上がりつつある。 
本検証は、PRIMERGY 用サーバ内蔵型バッテリーユニット(FJBU)を搭載した FUJITSU Server PRIMERGY 
と FDK 製蓄電システム FPSS を安升して岾匏用いた峊くために、事৐に接続性と匼本動作を確認することを目的 
とした。 
 

   ２）検証期間 

2014 ফ 5 月 27 日2014ع ফ 6 月 6 日 

 

  ３）検証場所 

  富士通川崎工場内 東 7 番館 FDK(株) 特定顧客営業部事務所、および FDK(株)ູ勽工場 

 

２．FDK 製蓄電システム FPSS-242G について 

概 要 

FDK 製蓄電システム FPSS-242G（以下、FPSS-242G と記載）は、安全性に历れたニッケル水素電池を఼用し、শ時
間に఺峠停電でも接続された装置に安定した電ৡ(AC100V)を供給可能なオフィスಉで安升して岾匏用いた峊ける電ৡ
バックアップ装置である。 

  
特 徴 

ひとにやさしい     容ಔ峔ਝ置性   タフ 
・オフィスにマッチした配色     ・可搬タイプでコンセントに  ・-1040ع℃で充放電可能 

・小型液晶ディスプレイを斜めに配置    ୷す峊けなので工事勘要 ・শ時間使用しても電池の 

・লৡコンセント卶を৐後に装厵    ・机下に収納可能な高さ 63cm   容୤༄৲が厮ない 

        のコンパクトサイズ 

高信頼性 

・ニッケル水素電池を搭載 

・電池の残り寿命が約 1 ফになると 

メッセージを表示 

・ニッケル水素電池が UL 認証を取得 
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仕 様 

 

 

３．検証構成 

 

PRIMERGY には、オプション品として PRIMERGY 用サーバ内蔵型バッテリーユニット(FJBU)がある。FJBU は UPS と同
様に停電発生時のバッテリー運転と、サーバを安全にシャットダウンさせる機能を持つ。一般的に蓄電システムでは停電
時の卲り౹岲動作により電ৡのໍ断が発生し、サーバと蓄電システムの間には UPS を設置する必要があるが、FJBU を
搭載したサーバであればサーバと蓄電システムを UPS なしに直接接続できる。このため、匚ス嵂ース・匚電ৡ・信頼性の
メリットが生まれる。（富士通独自の技術） 

FPSS が接続検証する対象は、FJBU を搭載したサーバ、UPS と接続されたサーバであり、以下の製品との動作確認
を実施した。 

なお、ディスプレイは停電時に FPSS の卲り౹岲で表示がໍ間的にಥ卲れる可能性があるが、サーバからの಩僕信
号が供給されていればすぐに再表示されるため、問題は無い。 

 

１） PRIMERGY 用サーバ内蔵型バッテリーユニット(FJBU)を搭載した FUJITSU Server PRIMERGY「TX140 S2」と 

FPSS-242G の接続性検証。 

２） 上記１）の構成において、さらに FPSS-242G にノート PC を接続して動作確認。  

３） 高機能無停電電源装置 Smart-UPS SMT1500RMJ（勞প଎厔電ৡ 199W）と FPSS-242G の接続性検
証。 

 

（注意：FPSS-242G に接続可能な装置の଎厔電ৡの合計は 1kVA 以下である。そのため高機能無停電電源装置(UPS) 

のলৡ定卺が 1kVA 以上でも、UPS に接続できる装置は 700VA 以下となる。） 

  

品名
運転 商用供給切替方式 常時商用リレー切り替え

切替時間(負荷20W以下にて) 20msec以下
バッテリー 種類 ニッケル水素電池 (UL2054認証取得済)

電池容量 2400Wh
定格出力 1kW(力率1の時）
コンセント数 AC100V 4口(前面に2口　後面2口 合計1kVA)
電圧(バッテリー運転時) 交流単相2線式　100V
周波数（バッテリー運転時) 50Hz/60Hz(自動判別)

入力 入力電圧 交流単相2線式　100V
周波数 50Hz/60Hz

本体構造 製品寸法 280mm×630mm×630mm
重量 約72kg

使用環境 周囲温度 -10℃～40℃
使用場所 屋内

管理機能 液晶パネル機能 蓄電池状態(充電/放電中)表示、スケジュール機能
アラーム機能、電池寿命予測機能

出力 4出力(4口)

FPSS-242G
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 １）と２）の検証構成 （検証場所：富士通川崎工場内 東 7 番館 FDK 株式会社 特定顧客営業部事務所） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

＜使用機材＞ 

① PRIMERGY TX140 S2 ：PRIMERGY 用サーバ内蔵型バッテリーユニット(FJBU,型名: PYBBBG02) 搭載 

OS: Windows Server 2012、FJBU ଵ৶崥フトウ崐アインストール 

② ディスプレイ：(キーボード、マウスはサーバ本体に接続) 

富士通製 VL-17BSE(16W/31VA) 

③ 蓄電システム FPSS-242G 

④ ノート PC（FMV LIFEBOOK P771/D） 

 

３）の検証構成 （検証場所：FDK 株式会社ູਧ工場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜使用機材＞ 

① 高機能無停電電源装置 Smart-UPS SMT1500RMJ 

② 蓄電システム FPSS-242G 

③ 擬似負荷装置 KIKUSUI  PCZ1000A  （※ 校正された電源評価用機器） 

  

蓄電システム 

FPSS-242G 

Smart-UPS SMT1500RMJ 

（最大଎ા電ৡ 199W） 

AC100V 供給 

擬似負荷装置 

AC100V 

700VA 

AC100V 供給 AC100V োৡ 

擬似負荷装置 

蓄電システム 
FPSS-242G 

PPPPRIMERGY TX140 S2(最大 230W) 
OS: Windows 2012 

ノート PC(60W) 
FMV LIFEBOOK  
P771/D 

< 検証構成図 > 

ディスプレイ 
(16W) 

FJBU  
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４．検証内容 

 3 項 1)、2)の検証について   
・以下の項目のテストを実施し、技術的に問題ないことの確認をষ岰。 

① 停電を発生させ、FPSS-242G のバッテリー運転卲り౹岲によってサーバ卷の動作・運用に౮常がないことを確認する。 

② 停電を 2ع1 秒間隔で繰り返した場合、FPSS-242G のᄄ光な卲り౹岲動作でサーバ卷の動作・運用に౮常がない
ことを確認する。 

③ FPSS-242G のバッテリー残୤が 0%となって電源が断となった場合、サーバが FJBU によって安全にシャットダウンするこ
とを確認する。 

④ FPSS-242G のバッテリー残୤が 0%となって電源が断となった後に୮電させた場合、サーバが正常にକ動することを確
認する。同時に 1 回のシャットダウンで FJBU のバッテリー଎厔୤を確認する。 

⑤ 上記④の後すぐに、二次停電を発生させ、FJBU によりサーバが安全にシャットダウンすることを確認する。 

⑥ 上記①ع⑤のテストで、ディスプレイやノート PC の動作に౮常がないことを確認する。 

3 項 3)の検証について   
・以下の項目のテストを実施し、技術的に問題ないことの確認をষ岰。 

① FPSS-242G のバッテリー残୤が 100%、UPS のバッテリー残୤が 100%の状態で、AC100V োৡを停電させ、UPS

が通常運転を続けることを確認する。 

② FPSS-242G のバッテリー残୤が 100%、UPS のバッテリーが残୤ 100%の状態で、AC100V োৡの停電・୮電が 1

2ع 秒間隔で複数回発生しても、UPS が通常運転を続けることを確認する。 

③ AC100V োৡの停電が数時間続き、FPSS-242G のバッテリー残୤が 0%(空)になった際に、UPS が作動しバッテリー
লৡを開始することを確認する。 

④ 上記③の後、AC100V োৡが୮電した際に、UPS が作動したバッテリーলৡから通常運転に୮షすることを確認す
る。 

⑤ 上記④の後、再২ AC100V োৡが停電になった場合でも、UPS が作動しバッテリーলৡを開始することを確認す
る。 

⑥ FPSS-242GのバッテリーとUPSのバッテリーが充電中で、かつUPSのলৡに700VAを負荷した場合でもFPSS-242G、
UPS ともに通常運転を続けることを確認する。 
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５．検証結果 

4 項「3 項 1)、2)の検証について」は、停電時の電ৡ卲り౹岲動作において FPSS に接続されたサーバやその他の装置が
問題なく安全に運用されることを全項目に渡って確認した。また、FPSS のバッテリー残୤が 0%になった場合でも、FJBU がサ
ーバを安全にシャットダウンし、FJBU のバッテリー残୤もサーバのシャットダウン 1 回あたり で問題のないことを確認し%20ع10
た。一般的な PG/M10+UPS(PSNC or PCBE)の組合せでシャットダウンができる事を確認した事から、PC サーバ
PRIMERGY にかぎらず UNIX サーバ SPARC M10 などのサーバにおいても、停電時の UPS ଵ৶崥フトによる安全な電源ଵ
৶と電源勧౪がষ岲ると判断した。 

4 項「3 項 3)の検証について」は、FPSS に接続された UPS とその UPS に接続した装置の両方の動作に問題のないことを
確認した。 

 

検証実施日：4 項「3 項 1)2)の検証について」 2014 ফ 5 月 27 日 

4 項「3 項 3)の検証について」  2014 ফ 6 月 6 日 
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６．接続可能組み合わせ 

PRIMERGY サーバ内蔵型バッテリーユニット(FJBU)を搭載した PRIMERGY と FPSS の接続可能な組み合わせを 

以下表で示す。FJBU には PYBBBG02 と PYBBBG03 の２種類あるが、FJBU と FPSS 間の接続性に関する動作 

は同一である事から、下記全ての組合せが接続可能になる。 

 

   
○：接続可能 

PRIMERGY サーバ内蔵型
バッテリーユニット(FJBU) 

型名 

PRIMERGY 蓄電システム FPSS 対象機種 

機種 モデル 
FPSS-242G FPSS-162G FPSS-162GH 

PYBBBG02 TX140 S1 ○ ○ ○ 

 
  S2 ○ ○ ○ 

  TX150 S8 ○ ○ ○ 

  RX100 S8 ○ ○ ○ 

  RX200 S7 ○ ○ ○ 

    S8 ○ ○ ○ 

PYBBBG03 RX2530 M1 ○ ○ ○ 

   M2 ○ ○ ○ 

   M4 ○ ○ ○ 

  RX1330 M2 ○ ○ ○ 

    M3 ○ ○ ○ 

  TX1320 M3 ○ ○ ○ 

  TX1330 M2 ○ ○ ○ 

    M3 ○ ○ ○ 

 

７．お問い合わせ先 

    FDK 株式会社 営業本部 第一営業統括部 第三営業部 

 TEL: 03-5715-7476  紺野正人 masato@fdk.co.jp     

    蓄電システムの詳細はこちら → URL:http://www.fdk.co.jp/cyber-j/ups/pi_ups_of_1.html 

 

 

以上 

mailto:masato@fdk.co.jp
http://www.fdk.co.jp/cyber-j/ups/pi_ups_of_1.html

